
菅
原
道
真
の
荘
子
引
用

ー
流
離
と
い
う
境
遇
の
中
で
ー

　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
菅
原
道
真
に

よ
る
荘
子
引
用
を
考
察
し
て
行
く
。
一
体
荘
子
と
は
如
何

　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
も
の
か
。
伝
来
は
古
く
、
推
古
天
皇
の
十
二
年
（
六
〇
四
）
に
聖
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
子
が
選
定
し
た
『
十
七
条
憲
法
』
の
第
五
条
に
「
絶
レ
髪
棄
レ
欲
」
と
あ

　
　
　
　
　
ぱ
　

る
の
は
、
『
荘
子
』
「
怯
俵
」
の
「
絶
レ
世
棄
レ
知
」
に
拠
る
も
の
（
こ
れ
は

「老
子
』
「
還
淳
第
十
九
」
に
「
絶
レ
聖
棄
レ
智
」
と
す
る
）
、
ま
た
第
十
条

に

「
彼
是
則
我
非
」
と
あ
る
の
は
、
『
荘
子
』
「
斉
物
論
」
の
「
欲
下
是
二
其

所
⇔
非
、
而
非
申
其
所
’
是
…
…
」
と
あ
る
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
経

な
る

国
集
』
巻
二
十
所
収
の
白
猪
広
成
の
対
策
文
に
「
封
。
廟
聞
。
替
二
山
林
一

以
被
二
黄
綴
一
。
道
徳
之
玄
教
也
。
…
…
窟
以
。
玄
以
二
猫
善
一
爲
レ
宗
。
無
二

愛
敬
之
心
一
。
棄
レ
父
背
レ
君
。
」
と
道
教
が
否
定
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
注
5

『本
朝
文
粋
』
巻
三
所
収
の
春
澄
善
縄
の
対
冊
、
六
九
「
神
仙
」
の
「
道

引
博
二
長
生
之
術
一
」
は
『
荘
子
」
「
刻
威
」
の
「
吹
向
呼
吸
、
吐
レ
故
納
レ

新
、
熊
経
鳥
申
、
為
レ
壽
而
巳
　
。
此
道
引
之
士
、
養
レ
形
之
人
、
彰
祖
壽

考
者
之
所
レ
好
也
。
」
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
諸
注
に
指

摘
は
な
い
が
、
七
一
「
漏
剋
」
の
「
無
レ
徳
二
天
地
之
心
一
」
に
、
『
荘
子
』

「
徐
無
鬼
」
の
「
以
鷹
二
天
地
一
之
情
而
勿
レ
櫻
。
」
と
い
う
類
似
し
た
表
現

佐

藤

信

一

が
見

ら
れ
る
・
百
本
国
見
在
書
鳥
』
に
は
「
荘
子
暮
馨
醐
願
麟
撰
」
、

ま
た
「
荘
子
冊
三
巻
剖
象
」
な
ど
と
、
司
馬
彪
や
郭
象
が
注
し
た
も
の
な

ど
、
二
十
一
の
関
係
書
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
夙
に

川
口
久
雄
氏
は
、
後
述
の
「
菅
家
後
集
』
所
収
の
五
〇
四
「
官
舎

幽
趣
。
六
韻
。
」
の
補
注
で
「
荘
子
の
、
死
生
を
一
と
し
、
差
別
を
超
越

す

る
思
想
が
、
悲
運
の
道
真
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
ふ
し
が
あ
る
」
と
指

摘
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
道
真
以
前
の
荘
子
引
用
の
在
り
方
に
関
し
て
、
島
田
忠
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

の
場
合

は
金
原
理
氏
に
指
摘
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
い
わ
ゆ
る
経
書
の
学

を
修
め
た
宮
廷
官
僚
の
典
型
と
い
う
タ
イ
プ
に
は
収
ま
り
き
れ
な
い
幅
と

深

さ
を
看
取
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
「
伝
統
的

な

儒
教
思
想

と
一
見
相
容
れ
な
い
老
荘
思
想
、
と
く
に
『
荘
子
』
に
対
す

る
深
い
理
解
と
一
方
で
仏
教
へ
の
傾
斜
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

さ
て
、
福
島
正
義
氏
は
、
「
菅
原
道
真
の
作
品
と
老
荘
思
想
の
一
端
」

で
、
道
真
の
「
菊
」
へ
の
愛
好
は
陶
潜
、
陶
淵
明
に
拠
る
が
、
陶
淵
明
自

身
も
老
荘
に
傾
倒
し
た
か
ら
で
あ
り
、
荘
子
の
死
生
を
一
と
し
て
差
別
を

超
越
す

る
思
想
が
、
非
運
の
道
真
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
と
す
る
。
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ロ

に

福
島
氏
は
、
「
菅
原
道
真
の
作
品
と
老
荘
思
想
」
で
『
菅
家
文
草
』
、
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『菅
家
後
集
』
に
お
け
る
す
べ
て
の
老
荘
の
引
用
箇
所
を
検
討
し
た
上
で
、

道
真
に
於
け
る
老
荘
思
想
の
影
響
の
持
つ
意
味
が
、
極
め
て
大
き
か
っ
た

こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

一

　

そ
も
そ
も
、
道
真
に
於
け
る
荘
子
の
位
置
づ
け
と
は
如
何
な
る
も
の
で

あ
っ
た
か
。
そ
れ
を
見
る
た
め
に
「
菅
家
文
草
』
及
び
「
菅
家
後
集
」
で

の
用
例
を
一
覧
し
て
み
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
全
て
の
用
例
を
網
羅
す

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
。
注
釈
の
レ
ベ
ル
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

も
の
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
。

　
巻

二
、
＝
七
「
夢
一
阿
満
’
。
」
＝
二
・
一
四
句
に
「
莱
誕
含
レ
珠
悲
二

老
蛙
一
、
荘
周
委
レ
蜆
泣
二
寒
蝉
’
」
と
あ
る
が
、
伝
記
レ
ベ
ル
の
故
事
と
し

　
　
ば
ロ

て

『史
記
』
「
老
子
韓
非
子
列
伝
」
に
「
姓
李
氏
、
名
耳
、
謡
日
聴
。
或

日
、
老
莱
子
亦
楚
人
也
」
と
あ
る
例
が
指
摘
で
き
、
注
に
「
正
義
日
、
太

史
公
疑
二
老
子
或
是
老
莱
子
一
。
」
と
あ
る
。
ま
た
「
荘
子
」
「
知
北
遊
」
に

「舜
日
、
…
…
性
命
非
二
汝
有
一
、
是
天
地
委
蜆
也
。
」
と
あ
る
の
に
も
、

脈
略
が
見
出
さ
れ
よ
う
。

　
同
じ
く
巻
二
、
一
六
一
「
灘
聲
。
」
の
七
・
八
句
の
「
此
夕
無
二
他
業
一
、

荘
周
第
一
篇
」
は
、
静
か
な
瀧
の
音
を
聞
い
て
い
る
場
に
相
応
し
い
の
は

『荘
子
』
第
一
章
の
「
遣
遙
遊
」
で
あ
ろ
う
と
す
る
も
の
。

　
巻
三
の

「舟
行
五
事
」
に
関
し
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
た
、
巻
四
巻
末
、
三
三
三
「
北
漠
章
」
、
三
三
四
「
小
知
章
」
、
三
三

五

「尭
譲
章
」
の
三
首
は
「
遣
遙
一
篇
之
三
章
」
を
解
説
し
た
も
の
。
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
2

原
克
己
氏
は
、
「
詩
人
鴻
儒
菅
原
道
真
」
で
、
巻
四
悼
尾
の
「
北
漠
章
」
、

「小
知
章
」
、
「
尭
譲
章
」
（
三
三
三
～
三
三
五
）
を
採
り
上
げ
て
、
道
真

に
お
け
る
「
荘
子
」
、
と
り
わ
け
郭
象
注
の
意
味
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
「
「
荘
子
』
遣
遙
遊
篇
に
見
え
る
と
こ
ろ
の
超
然
と
天
空
高
く
遙

か
に

飛
翔
す

る
巨
大
な
鵬
と
、
彼
を
見
て
嘲
笑
す
る
小
虫
小
鳥
の
鯛
・
学

鳩
も
、
ま
た
、
儒
教
的
理
想
の
聖
人
尭
と
、
彼
に
天
下
を
譲
ら
れ
ん
と
し

て

こ
れ
を
一
蹴
し
た
荘
子
的
隠
者
許
有
も
、
郭
象
注
で
は
皆
、
銘
々
が

銘
々
の
天
性
・
天
分
に
自
得
し
遣
遙
し
て
い
る
点
に
お
い
て
一
致
し
て
い

る
」
と
あ
り
、
郭
象
注
の
荘
子
解
釈
が
道
真
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

義
を
考
察
し
て
い
る
。
藤
原
克
己
氏
は
、
さ
ら
に
「
世
路
難
と
風
月
」
で

「郭
象
の
い
わ
ゆ
る
“
遣
遙
一
致
”
思
想
を
敷
術
し
て
詠
ん
だ
」
も
の
と

指
摘
す
る
。
郭
象
は
晋
の
河
南
の
人
。
字
は
子
玄
。
老
荘
の
学
問
に
通
じ

清
言
を
よ
く
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
三
＝
一
年
頃
に
没
し
た
。
そ
の
注

す

る
と
こ
ろ
の
郭
象
注
と
は
、
平
安
時
代
に
も
っ
と
も
一
般
的
な
『
荘

子
」
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
荘
子
の
思
想
の
特
徴
の
一

つ
に

「無
為
」
が
あ
る
が
、
福
永
光
司
氏
「
郭
象
の
荘
子
解
釈
－
主
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
4

て

「無
」
「
無
為
」
「
無
名
」
に
つ
い
て
ー
」
に
拠
れ
ば
、
「
郭
象
に
お
い

て
は
無
為
と
は
何
も
し
な
い
事
で
は
な
く
て
一
切
を
肯
定
す
る
事
で
あ
」

っ

た
と
い
う
。
さ
ら
に
福
永
氏
は
「
郭
象
の
荘
子
解
釈
（
完
）
ー
主
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

て

「無
」
「
無
為
」
「
無
名
」
に
つ
い
て
ー
」
で
「
郭
象
は
荘
子
が
個
人
の

主
体
的
な
立
場
で
追
求
し
た
究
寛
的
な
人
間
の
在
り
方
を
、
彼
の
社
会
的

な
関
心
と
彼
の
時
代
の
政
治
的
要
請
の
中
で
新
し
く
性
格
づ
け
て
ゐ
る
」

と
し
て
、
ま
た
「
郭
象
の
「
荘
子
注
」
と
向
秀
の
「
荘
子
注
』
ー
郭
象
窃

　
　
　
　
　
　
　
　
ば
め

盗
説

に
つ
い
て
の
疑
問
ー
」
で
、
郭
象
の
独
自
性
を
「
訓
話
章
句
の
学
に

お

い
て

よ
り
も
、
荘
子
の
思
想
そ
の
も
の
を
全
体
と
し
て
把
握
し
、
そ
れ

を
彼
自
身
の
主
体
性
に
お
い
て
哲
学
体
系
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
努

力
」
に
見
出
さ
れ
る
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
郭
象
の
「
「
注
」
と
い
う
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体
裁
を
借
り
た
彼
の
哲
学
の
表
現
手
段
で
さ
え
あ
っ
た
」
（
「
郭
象
の
『
荘

子
注
』
と
向
秀
の
『
荘
子
注
』
ー
郭
象
窃
盗
説
に
つ
い
て
の
疑
問
ー
」
）
と

さ
れ
る
学
問
に
対
す
る
姿
勢
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
詩
の
中
に
人
生
を

表
現
し
よ
う
と
試
み
続
け
た
道
真
の
生
き
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

『菅
家
後
集
』
四
八
四
「
鍍
意
一
百
韻
。
五
言
。
」
の
、
九
七
・
九
八

句
に

「老
君
垂
レ
　
話
、
荘
受
虚
レ
身
偏
」
と
、
老
子
と
一
対
で
描
か
れ
る

用
例
が
あ
る
。
た
だ
そ
こ
で
も
「
般
勤
齊
物
論
、
治
恰
寓
言
篇
」
と
『
荘

子
』
の
章
の
名
「
齊
物
」
、
「
寓
言
」
と
が
対
句
と
な
っ
て
叙
述
さ
れ
て
い

る
。
荘
子
の
方
に
よ
り
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
続
く
九
九
句
「
退
致
幽
一
一
於
夢
こ
と
す
る
が
、
こ
こ
か
ら
想
起
さ

れ

る
の
は
荘
子
が
夢
で
蝶
に
な
っ
た
と
い
う
『
荘
子
』
「
齊
物
論
」
に
見

ら
れ
る
故
事
（
「
昔
荘
周
夢
爲
二
胡
蝶
一
」
）
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二

こ
こ
で
『
菅
家
後
集
』
の
一
つ
の
詩
の
場
合
を
考
え
て
み
た
い
。

脳
　
官
舎
幽
趣
。
六
韻
。

　
螂
中
不
得
避
誼
誰

　
遇
境
幽
閑
自
足
誇

秋
雨
※
庭
潮
落
地

　
暮
煙
榮
屋
潤
深
家

　
此
時
傲
吏
思
荘
皇

　
随
虚
空
王
事
尺
迦

　
依
病
扶
持
黎
奮
杖

　
忘
愁
吟
詠
菊
残
花

廓
中
誼
誰
を
避
く
る
こ
と
を
得
ず

境
に
遇
へ
る
幽
閑
自
ら
誇
る
に
足
る

秋
雨
庭
を
※
ほ
す
潮
の
落
つ
る
地

暮
煙
屋
を
榮
る
潤
び
の
深
き
家

此
の
時
傲
吏
荘
受
を
思
ふ

庭
に
随
ひ
て
空
王
尺
迦
に
事
ふ

病
に
依
り
扶
持
す
黎
の
奮
り
た
る
杖

愁
を
忘
れ
て
吟
詠
す
菊
の
残
れ
る
花

喰
支
月
俸
恩
無
極

衣
苦
風
寒
分
有
涯

忘
却
是
身
偏
用
意

優
於
誼
舎
在
長
沙

准
は

月
の
俸
に
支
へ
ら
れ
て
恩
極
ま
り
無
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ

衣
は

風
の
寒
き
を
苦
し
み
て
分
涯
り
有
り

是
の

身
を
忘
却
し
て
偏
に
意
を
用
ゐ
れ
ば

誼
の

舎
の
長
沙
に
在
り
し
よ
り
も
優
れ
た
ら

む

　
初
句
の
「
廓
中
」
は
、
太
宰
府
の
条
里
制
の
内
部
の
こ
と
。
そ
こ
に
い

て

は
、
人
々
の
か
ま
び
す
し
さ
を
避
け
ら
れ
な
い
。
「
誼
謹
」
は
や
か
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

し
い
こ
と
。
『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
、
〇
六
〇
八
「
代
レ
書
詩
一
百
韻
。
寄
二

微
子
一
」
に
「
残
席
誼
謹
散
、
蹄
鞍
酩
酊
騎
」
と
あ
る
。

　
二
句
の
「
幽
閑
」
は
、
静
か
で
奥
深
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。

『白
氏
文
集
』
巻
六
十
六
、
三
二
四
八
「
老
來
生
計
」
に
「
人
間
榮
耀
因

縁
淺
、
林
下
幽
閑
氣
味
深
」
と
あ
る
の
に
拠
る
も
の
。
こ
れ
は
『
和
漢
朗

詠
集
』
巻
下
「
閑
居
」
に
も
収
め
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
巻
二
、
O
O
七
一

「績
古
詩
十
首

（七
）
」
の
「
我
本
幽
閑
女
、
結
レ
髪
事
二
豪
家
一
」
、
巻
八
、

〇
三
七
〇

「翫
二
新
庭
樹
一
。
因
詠
二
所
懐
’
」
の
「
偶
得
二
幽
閑
境
一
。
遂
忘
二

塵
俗
心
一
」
、
巻
九
、
〇
四
〇
四
「
別
三
兀
九
一
後
詠
二
所
懐
一
」
の
「
悠
悠
早

秋
意
。
生
二
此
幽
閑
中
一
」
、
巻
一
五
、
〇
九
〇
八
「
東
南
行
一
百
韻
。
」
の

「軟
美
仇
家
酒
。
幽
閑
葛
氏
妹
」
、
巻
十
六
、
〇
九
二
三
「
北
亭
招
レ
客
」

の

「疎
散
郡
丞
同
二
野
客
一
。
幽
閑
官
舎
抵
二
山
家
一
」
、
巻
六
十
三
、
三
〇

四

九

「
秋
涼
閑
臥
」
の
「
幽
閑
寛
二
日
臥
一
。
衰
病
無
二
人
間
一
」
等
の
用
例

が
検
索
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
「
官
舎
幽
趣
」
の
「
幽
閑
」
を
「
自
足
レ

誇
」
と
す
る
こ
と
を
、
福
島
氏
は
「
荘
子
的
の
口
吻
」
、
「
淵
明
の
境
地
そ

　
　
　
　
　
　
　

の

も
の
」
と
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
五
句
の
「
此
時
傲
吏
思
二
荘
曳
一
」
以

外
に
も
『
荘
子
』
引
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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次
の
「
秋
雨
漁
レ
庭
潮
落
地
」
の
参
考
に
大
系
は
道
真
の
「
菅
家
後
集
」

四

八
四
、
「
鼓
意
一
百
韻
。
五
言
」
の
一
九
一
・
一
九
二
句
「
瑛
瑛
黄
茅

屋
、
荒
荒
碧
海
儒
」
を
指
摘
す
る
。

　

「暮
煙
榮
レ
屋
潤
深
家
」
は
「
潤
」
に
本
文
上
の
問
題
が
あ
る
（
底
本

の
尊
経
閣
文
庫
本
で
は
、
「
澗
」
に
作
る
）
が
、
大
系
の
校
訂
に
従
う
。

こ
こ
は
配
所
の
湿
潤
な
気
候
を
詠
じ
た
も
の
。

　

「此
時
傲
吏
思
二
荘
受
一
」
と
あ
る
「
傲
吏
」
は
、
勝
手
な
こ
と
を
す
る

役
人
、
「
荘
受
」
は
荘
子
の
こ
と
。
と
も
に
荘
子
の
謂
い
で
あ
ろ
う
。
「
傲

吏
」
で
あ
っ
た
「
荘
聖
」
を
道
真
が
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
史
記
」

「
老
子
韓
非
子
列
伝
」
に
「
荘
子
者
、
蒙
人
也
。
名
周
。
周
嘗
爲
二
蒙
漆

園
吏
一
。
與
二
梁
恵
王
・
齊
宣
王
一
同
レ
時
。
其
學
無
レ
所
レ
不
レ
閥
、
然
其
要

本
二
蹄
於
老
子
之
言
一
。
故
其
著
書
十
除
萬
言
、
大
抵
率
寓
言
也
。
…
…
無
レ

為
二
有
レ
國
者
所
予
罵
、
終
レ
身
不
レ
仕
、
以
快
一
一
吾
志
一
焉
。
」
と
あ
る
。
「
其

　
　
み

の

學
闘
ざ
る
の
所
無
し
」
と
評
価
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
結
局
の
と

こ
ろ
『
史
記
』
は
、
『
荘
子
』
を
「
寓
言
」
、
架
空
の
も
の
が
た
り
と
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
荘
子
を
傲
吏
と
描
い
た
も
の
に
「
文
選
」
巻
二
十
一
に
も
収
め
る
晋
郭

瑛
の

「遊
仙
詩
」
に
は
、
「
漆
園
有
二
傲
吏
一
、
莱
氏
有
二
逸
妻
」
と
あ
り
、

『白
氏
文
集
』
巻
十
三
・
〇
六
六
七
「
秘
書
省
中
憶
二
奮
山
一
」
の
「
猶
喜

蘭
量
非
二
傲
吏
’
、
蹄
時
雁
レ
免
レ
動
二
移
文
一
」
な
ど
も
、
先
例
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

　
次
の
句
「
随
虞
空
王
事
二
尺
迦
一
」
の
「
空
王
」
は
、
仏
の
異
称
。
「
法

注
2
0

華
経
』
「
授
学
・
無
学
人
記
品
」
に
「
諸
善
男
子
。
我
與
二
阿
難
一
等
。
於
二

空
王
佛
所
一
。
同
時
登
二
阿
蒋
多
羅
三
躾
三
菩
提
心
一
。
」
と
あ
る
。
「
白
氏

文
集
』
巻
十
八
・
一
一
一
一
「
郡
齋
暇
日
、
憶
二
廠
山
草
堂
一
、
兼
寄
二
二

林
僧
社
一
三
十
韻
。
多
叙
二
吃
官
一
、
已
來
二
出
庭
一
之
意
。
」
に
、
「
不
レ
堪
レ

匡
二
聖
主
一
、
只
合
事
二
空
王
一
」
と
あ
り
、
「
白
氏
文
集
」
巻
十
九
・
一
二

五
九

「新
昌
新
居
書
事
四
十
韻
。
寄
三
兀
老
中
張
博
士
一
」
に
「
大
底
宗
二

荘
受
’
、
私
心
事
二
竺
乾
一
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
帝
王
の
招
き
も
身
が

汚
れ

る
と
し
て
仕
官
を
断
っ
た
荘
子
の
故
事
が
、
道
真
の
脳
裏
に
去
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
1

て

い

た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
福
島
氏
の
指
摘
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
時
の
道
真
の
置
か
れ
た
立
場
は
、
仕
官
を
拒
絶
し
た
荘
子
と
は
全
く
異

な
る
。
そ
の
荘
子
と
敢
え
て
自
ら
の
拙
い
運
命
と
重
ね
る
こ
と
で
、
そ
の

定
め
の
救
い
の
な
さ
を
叙
述
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

「依
レ
病
扶
持
黎
奮
杖
」
の
「
黎
杖
」
は
あ
か
ざ
製
の
杖
。
大
系
は
補

注
で

「漢
書
」
巻
三
十
六
「
劉
向
傳
」
の
「
老
人
有
り
、
黄
衣
し
て
青
き

藁
の
杖
を
植
て
て
、
閣
を
叩
い
て
進
む
」
を
引
く
が
、
検
出
し
得
な
か
っ

た
。
た
だ
、
「
晋
書
」
巻
四
十
三
「
山
涛
博
」
に
「
魏
帝
嘗
賜
二
景
帝
春

服
一
、
帝
以
賜
レ
涛
。
又
以
二
母
老
一
、
並
賜
二
黎
杖
一
枚
一
。
」
と
あ
る
の
は
、

「
母
」
の
「
老
」
で
も
っ
て
、
「
藁
杖
」
を
賜
っ
た
例
で
あ
る
。
こ
の
山

涛

と
は
竹
林
の
七
賢
の
一
人
で
あ
り
、
老
荘
思
想
と
も
関
わ
り
が
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
陶
淵
明
の
影
響
を
受
け
た
王
維
が
「
菩
提
寺
禁
口
号
示
二
斐
迫
一
」

で

「悠
然
策
二
黎
杖
一
、
蹄
向
桃
花
源
」
と
「
黎
杖
」
を
詠
ん
で
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
な
カ

は
福
島
氏
が
指
摘
す
る
。

　
次
に
、
「
忘
レ
愁
吟
詠
菊
残
花
」
と
あ
る
が
、
こ
の
詩
の
よ
う
に
「
菊
」

が
憂
い
を
忘
れ
さ
せ
る
と
す
る
表
現
の
先
縦
に
は
「
文
選
』
巻
三
十
、
陶

潜

「雑
詩
二
首
（
二
）
」
「
秋
菊
有
二
佳
色
一
、
哀
レ
露
綴
二
其
英
’
、
汎
此
忘
二

憂
物
“
、
遠
我
達
二
世
情
一
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
と
見
て
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
3

か

ろ
う
。
た
だ
、
福
島
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
陶
潜
、
陶
淵
明
が
自
然
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に

憧
れ
、
隠
遁
生
活
に
入
っ
た
の
に
も
、
荘
子
の
影
響
を
考
え
ざ
る
を
得

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
陶
淵
明
の
影
響
も
、
間
接
的
な
荘
子
引
用
と

見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
両
者
に
は
一
線
を
画
し
て
お
く
べ

き
だ
ろ
う
。

　
次
の

「浪
支
二
月
俸
一
恩
無
レ
極
」
は
、
食
事
が
月
俸
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
た
事
へ
の
感
謝
の
念
を
表
す
。
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
、
五
八

〇

「
王
夫
子
」
に
「
月
俸
猶
レ
堪
レ
活
二
妻
子
一
、
男
見
口
讃
二
古
人
書
一
」
と

あ
る
。

　
ま
た
「
衣
苦
二
風
寒
一
分
有
レ
涯
」
の
「
有
レ
涯
」
は
、
限
り
が
あ
る
、
果

て

が
あ
る
、
の
意
。
指
摘
は
な
い
が
『
荘
子
』
「
養
生
訓
」
冒
頭
「
吾
生

也
有
レ
涯
、
以
レ
有
レ
涯
随
レ
無
レ
涯
、
殆
已
。
已
而
爲
レ
知
者
、
殆
而
已
　
」

に
基
づ
く
表
現
で
は
な
い
か
。
こ
の
故
事
は
「
郭
注
」
に
「
所
レ
稟
之
分

各
有
レ
極
也
。
」
、
「
稟
」
は
与
え
る
の
意
、
各
々
の
与
え
ら
れ
た
定
め
に
は

極
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
あ
り
、
こ
の
『
荘
子
』
「
養
生
訓
」
冒
頭
は
、

限

り
あ
る
寿
命
で
も
っ
て
限
り
な
い
知
識
を
求
め
る
意
と
解
す
る
こ
と
が

出
来
よ
う
。
ま
た
こ
の
「
郭
注
」
の
「
有
レ
極
也
」
か
ら
想
起
さ
れ
る
の

は
前
の
句
の
「
無
レ
極
」
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
道
真
が
当
時
置
か
れ
て

い
た

状
況
に

見
合
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
詩
の
、
第
五

句
で
「
此
時
傲
吏
思
二
荘
嬰
三
と
、
荘
子
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
、

ま
た
「
遇
レ
境
幽
閑
自
足
レ
誇
」
の
「
幽
閑
」
を
「
自
足
レ
誇
」
と
し
て
い

た

こ
と
、
さ
ら
に
「
随
虚
空
王
事
二
尺
迦
一
」
で
荘
子
が
帝
王
の
招
き
を
拒

絶
す

る
故
事
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幾
重

に

も
荘
子
の
引
用
が
織
り
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
大
系
は
、
結
句
の
「
誼
舎
在
二
長
沙
二
が
『
文
選
』
巻
十
三
「
鳥
獣
」

所
収
の

「腿
鳥
賦
井
レ
序
」
を
作
っ
た
質
誼
の
故
事
を
指
す
と
す
る
。
頁

誼
は

李
善
注
『
文
選
」
所
引
の
『
漢
書
』
に
「
質
誼
洛
陽
人
也
。
年
十
八

属
レ
文
。
柄
二
於
郡
中
一
。
河
南
太
守
昊
公
聞
二
其
秀
才
一
、
召
置
二
門
下
一
。

甚
幸
愛
後
、
文
帝
召
爲
二
博
士
一
。
…
…
」
と
す
る
。
そ
の
辿
っ
た
生
涯
は
、

さ
な
が
ら
道
真
の
そ
れ
と
等
し
い
。
「
鵬
鳥
賦
」
の
序
文
に
「
誼
爲
二
長
沙

王
傳
一
。
三
年
有
二
鵬
鳥
一
。
飛
二
入
誼
舎
一
。
止
二
於
坐
隅
一
。
鵬
似
レ
鴉
不
祥

鳥
也
」
と
す
る
も
の
の
李
善
注
に
、
「
漢
書
云
、
誼
爲
二
長
沙
王
太
傳
一
三

年
、
鵬
入
二
誼
舎
一
、
又
云
、
後
歳
飴
文
帝
思
レ
誼
。
徴
拝
爲
二
梁
王
博
一
。

然
文
帝
之
世
王
二
長
沙
一
者
唯
有
二
昊
丙
之
子
孫
’
耳
。
経
史
不
レ
載
二
其
識

號
一
。
故
難
レ
得
而
（
不
）
詳
也
。
…
…
」
と
す
る
。
ま
た
同
じ
く
「
腿
鳥

賦
」
の
序
文
、
「
誼
既
以
誼
二
居
長
沙
一
」
や
「
長
沙
卑
渥
。
誼
自
傷
悼
。

以
爲
壽
不
レ
得
二
長
栖
一
。
爲
賦
以
二
自
廣
一
」
と
い
っ
た
姿
は
道
真
の
置
か

れ

た
境
遇
さ
な
が
ら
で
あ
る
と
思
し
い
。
道
真
は
質
誼
の
文
帝
に
召
さ
れ

て

博
士
と
な
り
な
が
ら
長
沙
に
流
さ
れ
た
故
事
に
、
自
分
の
運
命
と
似
た

も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
引
用
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
つ

ま
り
、
こ
の
「
官
舎
幽
趣
。
六
韻
。
」
の
引
用
に
は
二
本
の
柱
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
荘
子
の
引
用
で
あ
り
、
今
一
つ
は
質
誼
の
故
事

の
引
用
で
あ
る
。
そ
し
て
質
誼
の
引
用
は
こ
の
詩
に
留
ま
る
の
で
あ
る
が
、

い

く
ど
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
荘
子
の
位
置
付
け
は
、
道
真
の
中
で
よ
り

重
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
有
レ
涯
」
、
ま
た
「
無
レ
涯
」
に
類
す
る
と
思
わ
れ

る
表
現
が
菅
原
道
真
の
他
の
作
品
に
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
と

の

比
較

を
通
じ
て
道
真
に
お
け
る
『
荘
子
』
引
用
の
意
味
を
考
え
て
み
よ

う
。
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最
初
は
巻
三
、
二
三
六
「
舟
行
五
事
」
（
三
）
で
あ
る
。
こ
の
五
首
は
、

そ
の
第
一
首
、
第
三
首
、
第
四
首
に
明
ら
か
な
荘
子
引
用
が
見
ら
れ
る
。

　
第
一
首
は
、
舟
か
ら
見
え
る
「
一
株
磯
上
松
」
に
託
し
て
、
コ
株
」

と
道
真
の
孤
独
を
詠
み
上
げ
る
。
そ
れ
は
道
真
自
身
の
心
象
風
景
と
言
え

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
系
で
、
十
一
句
「
錐
レ
遭
二
班
爾
匠
こ
に
、
「
荘

子
』
「
人
間
世
」
「
徐
無
鬼
」
の
「
匠
石
」
が
投
影
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

す

る
。
「
匠
石
」
は
、
大
工
の
名
。
福
島
氏
は
「
荘
子
」
「
山
木
篇
」
の

「荘
子
行
二
於
山
中
’
、
見
二
大
木
枝
葉
盛
茂
一
、
伐
レ
木
者
止
二
其
芳
一
而
不
レ

取
也
。
問
二
其
故
一
日
、
無
レ
所
レ
可
レ
用
。
荘
子
日
、
此
木
以
二
不
材
一
得
レ
終
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
4

其
天
年
一
。
」
が
背
景
に
あ
る
と
す
る
。
福
島
氏
は
道
真
の
「
自
分
は
文
章

（
こ
こ
で
の
「
文
章
」
と
は
、
あ
や
、
の
意
。
佐
藤
注
）
あ
る
木
た
ら
ん

こ
と
を
避
け
て
、
文
章
な
き
磯
の
ほ
と
り
の
孤
松
に
倣
ひ
て
天
性
を
全
う

し
た
し
」
と
「
道
真
の
全
性
保
身
を
強
調
」
す
る
も
の
と
見
て
い
る
。
だ

が

こ
こ
は
む
し
ろ
、
『
荘
子
」
「
人
間
世
」
に
「
匠
石
之
レ
齊
…
…
已
　
、

勿
レ
言
レ
之
　
。
散
木
也
、
以
為
レ
舟
則
況
、
…
…
是
不
材
之
木
也
、
無
レ
所
レ

可
レ
用
、
故
能
若
レ
是
之
壽
。
」
と
あ
る
故
事
を
用
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
故
事
は
人
間
の
役
に
立
た
な
い
が
た
め
に
天
寿
を
全
う
で
き

る
樹
木
を
賞
揚
す
る
も
の
。
道
真
は
有
意
の
自
分
が
活
躍
で
き
な
い
現
状

を
象
る
の
に
、
い
わ
ば
逆
の
意
味
で
こ
の
故
事
を
用
い
て
い
る
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
人
間
の
役
に
立
つ
樹
木
、
つ
ま
り
道
真
に
は
天
寿
を
全
う
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
第
二
首
は
、
白
髪
頭
の
老
人
が
釣
り
針
を
失
っ
た
が
た
め
に
、
漁
を
止

め
ざ
る
を
得
ず
、
漁
労
以
外
の
こ
と
は
何
も
出
来
な
い
老
人
に
、
学
問
し

か
で

き
な
い
自
己
の
境
遇
を
引
き
比
べ
る
。
道
真
は
、
地
方
官
の
実
務
で

は
な
く
、
学
問
を
究
め
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
末
尾
の
聯
で
「
漸
憶
釣
翁

泣
、
悲
二
其
業
不
⇔
終
」
（
「
漸
く
釣
翁
の
泣
く
を
憶
ふ
、
其
の
業
を
終
え
ざ

る
を
悲
し
む
な
り
」
）
と
、
道
真
の
置
か
れ
た
状
況
を
叙
述
し
て
い
る
の

に

も
、
道
真
の
思
い
が
表
れ
て
い
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
釣
」
、
つ

り
ば
り
を
失
う
と
い
う
話
柄
は
、
「
荘
子
」
「
田
子
方
」
に
「
文
王
観
二
於

減
一
。
見
二
一
丈
夫
釣
一
。
而
其
釣
莫
レ
釣
。
非
下
持
二
其
釣
“
有
レ
釣
者
上
也
、

常
釣
也
。
」
、
釣
り
針
を
付
け
ず
に
魚
を
釣
ろ
う
と
し
で
い
る
と
あ
る
の
を

踏
ま
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
類
似
し
た
、
釣
り
を
し
て
い
て
自
適
し
て
い
る
賢

人
を
登
用
し
た
と
い
う
話
と
し
て
、
「
呂
氏
轟
」
「
首
時
篇
」
の
太
公
望

呂
尚
の
「
太
公
望
。
東
夷
之
士
也
。
欲
レ
定
二
一
世
一
。
而
無
二
其
主
一
。
聞
二

文
王
賢
一
。
故
釣
二
於
滑
一
以
観
レ
之
。
…
…
」
や
、
「
史
記
』
「
齊
太
公
世

家
」
の
「
呂
尚
蓋
嘗
窮
困
、
年
老
　
。
以
二
漁
釣
一
、
好
二
周
西
伯
一
。
西
伯

將
二
出
狼
一
、
ト
レ
之
。
日
、
所
レ
獲
非
レ
龍
、
非
レ
膨
、
非
レ
虎
、
非
レ
熊
、
所
レ

獲
霜
王
之
輔
。
於
レ
是
周
西
伯
狼
。
果
遇
二
太
公
於
滑
之
陽
’
。
與
語
大
説

日
、
自
二
吾
先
君
太
公
一
日
、
當
下
有
二
聖
人
一
適
◆
周
。
周
以
興
。
子
真
是
邪
。

吾
太
公
望
レ
子
久
　
。
故
號
レ
之
日
二
太
公
望
一
」
が
あ
る
。
た
だ
何
れ
に
も

「釣
」
を
失
う
話
柄
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
「
荘
子
』
に
拠
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
第
三
首
は
、
全
文
を
引
用
す
る
。

舟
行
五
事
（
三
）

　
　
　
匿
匝
渡
海
寛

　
　
　
吐
舌
不
停
蹄

　
　
　
潮
頭
再
三
顧

　
　
　
如
懸
故
山
姶

高
囁
た
り
海
を
渡
る
麗

舌
を
吐
き
て
蹄
を
停
め
ず

潮
頭
を
ば
再
び
三
た
び
顧
み
る

故
山
の
鉛
を
懸
ふ
る
が
如
し

一 14一



故
山
何
懸
切

母
鹿
毎
提
携

適
遇
僚
徒
至

分
奔
道
路
迷

呼
聲
喧
左
右

流
鎌
雨
東
西

母
子
已
相
失

死
生
永
相
膜

荘
　
不
測
水

宣
是
毛
群
栖

森
森
無
涯
浪

未
曾
野
獣
蹟

何
福
魏
巣
藪

何
分
亀
曳
泥

客
有
離
家
者

看
魔
漉
血
暗

故
山
何
ぞ
懸
ふ
る
こ
と
の
切
な
る

　
　
　
　
つ
ね

母
の
鹿
は
毎
に
提
携
せ
り

た
ま
た
か
り
び
と

適

ま
捺
の
徒
の
至
れ
る
に
遇
へ
ば

分
奔
し
て
道
路
に
迷
へ
り

呼
ぶ
聲
左
右
に
喧
し

流
鍼
東
西
に

雨
ふ
る

母
と
子
と
已
に
相
ひ
失
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
む

死
と
生
と
永
く
相
ひ
膜
け
り

　
荘
た

り
測
ら
ざ
る
水

宣
に

是
れ
毛
群
の
栖
な
ら
ん
や

ぺ
う
べ
う
　
　
　
　
か
ぎ

森
森
た

り
涯
り
無
き
浪

未
だ

曾
て
野
獣
の
践
な
ら
ず

何
の
福
ぞ
鵠
の
藪
に
巣
く
ふ
こ
と

何
の
分
ぞ
亀
の
泥
を
曳
く
こ
と

客
に
家
を
離
る
る
者
有
り

麗
を
看
て
血
を
漉
き
て
蹄
く

　

こ
こ
で
は
「
寛
」
、
鹿
の
子
供
を
語
る
こ
と
で
、
道
真
は
己
の
哀
し
み

を
象
っ
て
い
る
。
海
を
渡
る
子
鹿
は
、
二
句
三
句
で
「
吐
レ
舌
不
レ
停
レ
蹄
、

潮
頭
再
三
顧
」
と
、
写
実
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
以
下
、
道
真
は
子
鹿
の

心
情
を
付
度
し
な
が
ら
、
母
子
の
別
れ
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
そ
し
て

末
尾

で

「客
」
に
「
離
レ
家
者
」
が
い
る
、
「
寛
」
を
見
て
「
漉
レ
血
蹄
」

と
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
こ
に
も
、
『
荘
子
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ

か
大
系
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
亀
」
が
「
曳
レ
泥
」
く
と
す
る
叙

述
が
、
『
荘
子
』
「
秋
水
篇
」
の
「
此
亀
者
寧
其
死
爲
二
留
レ
骨
而
貴
一
乎
、

寧
其
生
而
曳
二
尾
於
塗
中
一
乎
」
に
拠
る
叙
述
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に

関
連
し
て
「
鶏
」
が
、
同
じ
く
『
荘
子
」
「
秋
水
篇
」
の
「
鴎
」
と
い
う

鳥
、
「
南
方
有
レ
鳥
、
其
名
鶴
鶴
、
子
知
レ
之
乎
。
夫
鶴
鶴
登
二
於
南
海
’
、

而
飛
二
於
北
海
一
。
非
二
梧
桐
一
不
レ
止
、
非
二
練
實
一
不
レ
食
、
非
二
醒
泉
一
不
レ

飲
。
於
レ
是
鴎
得
二
腐
鼠
一
、
鶴
鶴
過
レ
之
、
仰
而
視
レ
之
日
、
嚇
。
…
…
」
、

つ

ま
り
梧
桐
で
な
け
れ
ば
留
ま
ら
な
か
っ
た
殖
鶏
に
対
し
て
自
分
の
腐
っ

た
鼠
の
死
骸
を
取
ら
れ
る
と
勘
違
い
し
て
威
嚇
し
た
鳥
、
鴎
に
相
当
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
6

と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
福
島
氏
は
こ
の
「
鶉
」
に
『
荘
子
』
「
適

遙
遊
」
の
「
有
レ
鳥
焉
。
其
名
為
レ
鵬
。
背
若
二
泰
山
一
、
翼
若
二
垂
天
之
雲
一
。

搏
二
扶
揺
一
羊
角
而
上
者
九
萬
里
。
絶
二
雲
氣
一
負
二
青
天
一
、
然
後
圖
レ
南
、

且
レ
適
二
南
冥
一
也
。
斥
鶏
笑
レ
之
日
、
彼
且
二
案
適
一
也
。
我
騰
躍
而
上
、
不
レ

過
二
敷
仰
’
而
下
、
翻
二
翔
蓬
蕎
之
間
一
。
此
亦
飛
之
至
也
。
而
彼
且
二
案
適
一

也
」
を
挙
げ
て
、
現
実
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
栓
桔
を
超
越
し
て
、
大
自
然

に

抱
か

れ
て

こ
そ
人
間
は
幸
福
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
「
遣
遙

遊
」
の
精
神
が
投
影
し
て
い
る
と
説
く
。
そ
し
て
「
社
会
的
な
る
拘
束
を

脱
し
て
一
途
に
生
命
の
自
由
を
希
求
し
た
る
道
真
の
感
」
を
読
み
と
る
の

で
あ
る
が
、
は
た
し
て
道
真
が
「
無
用
を
以
て
天
寿
を
全
う
す
る
無
為
自

然
の
生
き
方
」
を
希
求
し
て
い
た
の
か
に
は
疑
問
が
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

道
真
に

と
っ
て
の
『
荘
子
』
引
用
と
は
、
よ
り
主
題
的
な
も
の
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
そ
の
箇
所
の
、
少
し
前
の
部
分
で
あ
る
が
、
「
森
森
無
レ
涯
浪
」

に

先
程
指
摘
し
た
『
荘
子
』
「
養
生
訓
」
冒
頭
「
吾
生
也
有
レ
涯
、
以
レ
有
レ

涯
随
レ
無
レ
涯
、
殆
已
。
已
而
爲
レ
知
者
、
殆
而
已
　
」
の
投
影
を
見
て
取

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
は
単
に
「
浪
」
の
形
容
で
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あ
る
か
ら
『
荘
子
』
に
ま
で
考
え
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
寄
せ
て
は
返
す
波
の
果
て
し
な
い
動
き
に
、
道
真
は
「
荘
子
」

の

世
界
、
あ
る
い
は
永
遠
の
時
間
を
見
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
後
の
二
首
に
も
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
第
四

首
に

関
し
て
は
、
初
句
の
「
不
レ
繋
舟
」
に
、
大
系
は
「
荘
子
」

「列
御
冠
」
の
「
汎
若
二
不
レ
繋
之
舟
’
、
虚
而
敷
遊
者
也
。
」
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、
福
島
氏
は
同
じ
箇
所
で
あ
る
が
「
巧
者
螢
而
知
者
憂
、
無
レ
能
者

無
レ
所
レ
求
、
飽
レ
食
而
赦
遊
、
汎
若
二
不
レ
繋
之
舟
一
、
虚
而
赦
遊
者
也
。
」
、

及
び

そ
れ
に
付
さ
れ
た
「
南
華
真
経
注
疏
」
の
「
疏
、
夫
物
未
二
嘗
爲
“
、

無
レ
用
二
憂
努
一
、
而
必
以
二
智
巧
一
困
弊
。
唯
聖
人
汎
然
無
レ
係
、
泊
爾
忘
レ

心
、
辟
三
彼
虚
舟
一
、
任
レ
運
遣
遙
。
」
を
引
い
て
「
慾
に
充
ち
て
あ
れ
ば
、

失
敗
破
滅
し
、
そ
れ
等
の
拘
泥
を
離
れ
ざ
れ
ば
遣
遙
自
適
の
境
致
に
到
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

得
」
な
い
こ
と
を
詠
む
と
す
る
。
だ
が
、
そ
の
説
は
唐
成
玄
英
の
「
南
華

真
経
注
疏
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
『
日
本
国
見
在
書
臥
鑓
」
に
「
荘
子

疏
十
「
巻
」
晒
麟
菊
擬
」
と
あ
る
の
が
、
『
南
華
真
経
注
疏
」
で
あ
ろ
う
か

と
考
証
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
は
「
荘
子

舟
三

「巻
」
醐
象
」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
郭
象
注
が
入
っ
て
い
た
こ
と
が

知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
こ
の
表
現
に
は
、
「
荘

子
』
「
遣
遙
遊
」
「
而
我
猶
代
レ
子
、
吾
將
レ
爲
レ
名
乎
。
名
者
實
之
賓
也
。

吾
將
レ
爲
レ
賓
乎
」
に
附
せ
ら
れ
た
郭
象
注
「
夫
自
任
者
、
封
レ
物
而
順
レ
物

者
。
與
レ
物
元
レ
封
。
故
尭
元
レ
封
二
於
天
下
一
。
而
許
由
與
二
稜
・
契
一
爲
レ
匹

　
。
何
以
言
二
其
然
⇔
邪
。
夫
與
レ
物
冥
者
。
故
藁
物
之
所
、
不
レ
能
レ
離
也
。

是
以
レ
元
二
心
玄
一
雁
二
唯
感
ワ
之
。
從
汎
乎
若
二
不
レ
繋
之
舟
東
西
之
非
；
己

也

…
…
」
と
あ
る
「
不
レ
繋
之
舟
」
が
投
影
し
て
い
る
と
も
、
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら

る
の
で
は
な
い
か
。
心
に
玄
い
と
こ
ろ
が
な
く
、
す
べ
て
の
も
の
（
墓

物
）
が
離
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
そ
の
不
安
定

に
浮
か
ん
で
い
る
様
は
繋
が
れ
て
い
な
い
舟
が
東
に
西
に
無
自
覚
に
漂
う

姿

さ
な
が
ら
で
あ
る
、
と
す
る
「
不
レ
繋
舟
」
が
投
影
し
て
い
る
の
で
は

な

い

か
。
塩
の
商
い
を
企
て
た
が
嵐
に
あ
っ
て
舟
が
難
破
し
た
老
人
を
詠

む
。
「
十
倍
利
」
を
求
め
な
が
ら
、
「
一
生
謀
」
を
失
っ
た
と
す
る
。
ま
た

「虚
舟
似
二
放
遊
“
」
の
「
虚
舟
」
も
先
程
の
郭
象
注
「
不
レ
繋
之
舟
」
を

投
影
さ
せ
て
解
釈
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
先
程
触
れ
た
が
、

末
尾
の
聯
に
「
始
終
錐
レ
不
レ
一
、
請
レ
我
學
二
荘
周
一
」
と
あ
り
、
明
ら
か

に

荘
子
を
引
用
す
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
聯
に
、
福
島
氏
は
、
『
荘
子
』
「
田

子
方
」
の
「
消
息
満
虚
、
一
晦
一
明
、
日
改
月
化
、
日
有
レ
所
為
、
而
莫
レ

見
二
其
功
一
。
生
有
レ
所
二
乎
萌
一
、
死
有
レ
所
二
乎
蹄
一
、
始
終
相
二
反
乎
無
端
一
、

而
莫
レ
知
二
乎
其
所
▽
窮
。
非
レ
是
也
、
且
敦
為
二
之
宗
一
。
」
の
影
響
を
指
摘

　
ば
　

す

る
が
、
「
始
終
」
が
共
通
す
る
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
は
採
ら
な
い
。

　
次
の
第
五
首
は
断
食
す
る
僧
の
欺
晒
を
嘲
笑
う
か
の
よ
う
な
作
で
あ
る
。

「聞
二
其
長
断
食
“
、
虚
号
遍
相
稻
」
と
、
予
め
そ
の
僧
の
評
判
を
「
虚

号
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
我
將
レ
知
二
實
不
一
、
試
螂
二
米
三

升
一
」
（
「
我
將
に
質
不
を
知
ら
む
と
し
て
試
み
に
米
三
升
を
榔
」
）
げ
う
っ

て

み

た
。
す
る
と
僧
は
「
納
受
即
言
日
、
施
主
誠
足
レ
漏
、
今
朝
如
不
レ
遇
、

屍
偲
遂
無
レ
興
」
（
「
納
受
し
て
即
ち
言
ひ
て
曰
は
く
、
施
主
誠
に
漏
む
に

足
れ

り
、
今
朝
如
し
遇
は
ざ
れ
ば
、
屍
橿
れ
て
遂
に
興
く
る
こ
と
無
か
ら

む
」
）
米
を
受
け
取
っ
て
即
座
に
言
う
こ
と
に
は
、
あ
な
た
さ
ま
の
誠
意

は
た
の
む
に
た
り
る
。
も
し
今
朝
遇
わ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
私
の
屍
は

倒
れ
て

と
う
と
う
起
き
あ
が
る
こ
と
も
出
来
ま
す
ま
い
。
こ
れ
は
ま
さ
に

俗
物
た
る
僧
侶
の
言
い
分
で
は
な
い
か
。
道
真
も
こ
の
俗
臭
ぷ
ん
ぷ
ん
の

僧
侶
に
は
「
廠
傲
閲
巷
犬
、
當
レ
吠
二
此
僧
朋
こ
（
「
廠
傲
た
る
閻
巷
の
犬
、
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當
に
此
の
僧
朋
を
吠
ゆ
る
べ
し
」
）
と
、
犬
を
け
し
か
け
て
い
る
。
こ
の

詩
の

平

明
な
叙
述
は
、
荘
子
よ
り
も
む
し
ろ
白
詩
の
影
響
に
拠
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

四

最
後
に
文
章
に
於
け
る
『
荘
子
』
と
関
連
を
持
つ
と
思
わ
れ
る

の

用
例
と
し
て
、
巻
七
に
収
め
る
「
秋
湖
賦
」
を
見
て
お
こ
う
。

515515

「涯
」

秋
湖
賦
。
（
以
二
秋
水
無
。
岸
爲
レ
韻
。
二
百
字
以
上
成
レ
篇
。
）

　
有
レ
客
在
二
湖
頭
一
。
日
惟
西
暮
、
年
也
季
秋
。
策
二
同
頽
之
扇
馬
一
、

　
瞳
二
不
レ
繋
之
虚
舟
一
。
於
レ
是
商
腿
琵
悪
、
沙
渚
悠
悠
。
掬
二
波
浪
一

　
以
清
レ
心
、
不
レ
求
二
斗
藪
一
。
望
二
郵
亭
一
以
問
レ
宿
、
何
暇
枕
レ
流
。

　
雌
レ
云
二
行
路
之
顛
澁
一
、
誠
是
卒
レ
歳
之
優
遊
。
観
夫
物
元
二
二
理
一
、

　
義
同
’
二
指
一
。
其
爲
レ
性
也
、
潤
下
克
柔
、
其
爲
レ
徳
也
、
璽
長
髪

　
止
。
感
因
レ
事
而
登
、
興
遇
レ
物
而
起
。
有
二
我
感
之
可
⇔
悲
レ
秋
、

　
元
二
我
興
之
能
樂
膨
水
。
況
復
醤
而
雲
断
、
天
與
レ
水
倶
。
窺
二
潜
魚
一

　
以
漁
火
昼
、
逐
二
蹄
鳥
一
以
釣
帆
孤
。
山
影
倒
穿
表
二
裏
千
重
之
翠
一
、

　
月
輪
落
照
高
二
低
両
穎
之
珠
一
。
勝
趣
斯
絶
、
風
流
既
殊
。
世
間
希

　
有
、
天
下
亦
元
。
嵯
呼
、
意
不
二
相
忘
一
、
憂
須
二
以
散
一
。
叙
三
旅

　
思
之
所
二
邊
涯
一
、
喩
三
湖
水
之
元
二
涯
岸
一
者
也
。

秋
湖
賦
。
（
秋
水
岸
無
き
を
以
て
韻
と
爲
す
。
二
百
字
以
上
を
篇
と

成
す
。
）

　
客
有
り
湖
頭
に
在
り
。
日
惟
れ
西
に
暮
れ
、
年
や
季
秋
な
り
。
回

　
頽
の
扇
馬
に

策

ち
、
繋
が
ざ
る
の
虚
舟
を
喧
ふ
。
是
に
於
て
商
腿

　
麸
悉

た
り
、
沙
渚
悠
悠
。
波
浪
を
掬
ひ
て
以
て
心
を
清
め
、
不
求

斗
藪
を
求
め
ず
。
郵
亭
を
望
ん
で
以
て
宿
に
問
ふ
、
何
の
暇
あ
り

て

か
流
れ
に

枕
せ
む
。
行
路
の
銀
澁
を
云
ふ
と
錐
も
、
誠
に
是
れ

歳
を
卒
ふ
る
の
優
遊
な
り
。
観
れ
ば
夫
れ
物
に
二
理
元
く
、
義
は

一
指
に
同
じ
。
其
の
性
爲
る
や
、
潤
下
克
く
柔
に
し
て
、
其
の
徳

爲

る
や
、
霞
長
麦
に
止
ま
る
。
感
は
事
に
因
り
て
登
し
、
興
は
物

に

遇
ひ
て

起

る
。
我
が
感
ひ
の
秋
を
悲
し
む
べ
き
有
り
、
我
が
興

の
能
く
水
を
樂
し
む
こ
と
元
し
。
況
ん
や
復
た
舞
れ
て
雲
断
え
、

天

と
水
と
倶
は
れ
り
。
潜
魚
を
窺
ひ
て
以
て
漁
火
聲
み
、
蹄
鳥
を

逐
ひ
て

以
て
釣
帆
孤
な

り
。
山
影
倒
れ
て
穿
ち
千
重
の
翠
を
表
裏

に

す
、
月
輪
落
ち
て
高
低
雨
穎
の
珠
を
照
ら
す
。
勝
趣
斯
れ
絶
え
、

風
流
既
に

殊
な
り
。
世
間
希
に
有
り
、
天
下
亦
元
し
。
嵯
呼
、
意

相
忘
れ
ず
、
憂
は
須
く
以
て
散
ず
べ
し
。
旅
思
の
邊
涯
と
す
る
所

を
鼓
べ
て
、
湖
水
の
涯
岸
元
き
者
に
喩
ふ
る
な
り
。

　

『荘
子
』
に
出
典
を
持
つ
言
葉
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
瞳
二
不
レ
繋

之
虚
舟
一
。
」
は
、
『
荘
子
』
「
追
遙
遊
」
「
而
我
猶
代
レ
子
、
吾
將
レ
爲
レ
名
乎
。

名
者
實
之
賓
也
。
吾
將
レ
爲
レ
賓
乎
」
の
郭
象
注
「
…
…
若
二
不
レ
繋
之
舟
’

…
…
」
、
あ
る
い
は
『
荘
子
』
「
列
御
冠
」
「
汎
若
二
不
レ
繋
之
舟
一
、
虚
而
遊

逝
遊
者
也
」
に
基
づ
く
表
現
で
あ
ろ
う
。
金
原
理
氏
は
、
「
道
真
の
賦
ー

「
秋
湖

賦
」
試
読
1
」
で
、
白
居
易
の
『
白
氏
文
集
』
巻
六
、
二
三
六

「適
意
二
首
（
二
」
の
「
：
…
二
朝
帰
二
滑
上
一
、
淀
如
二
不
レ
繋
舟
一
、
置
二

心
世
事
外
一
、
無
レ
喜
亦
無
レ
憂
…
…
」
の
方
を
引
用
す
る
と
見
な
す
こ
と

で

「宮
仕
え
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
滑
水
の
辺
で
気
ま
ま
な
生
活
を
享

受
し
て
い
る
と
詠
う
、
こ
の
白
詩
の
よ
う
な
境
地
」
に
到
っ
て
い
る
と
見

　
注
3
0

て

い

る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
「
虚
舟
」
と
否
定
的
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
の

，

一 17一



で
あ
っ
て
、
『
荘
子
』
引
用
は
動
か
せ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら

に

言
え
ば
、
道
真
は
「
不
レ
繋
之
虚
舟
」
を
「
職
」
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「畷
」
と
は
柿
村
重
松
氏
が
『
後
漢
書
』
「
塊
穏
博
」
の
注
「
喧
笑
也
」

を
引
く
が
、
嘲
笑
う
の
意
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
秋
湖
賦
」
は
製
作
年
代
が

明

ら
か
で
は
な
い
が
、
川
口
氏
に
よ
っ
て
、
讃
岐
守
時
代
の
末
に
「
秩
満

の

期
が
近
づ
い

て
、
文
章
博
士
時
代
の
気
分
が
よ
み
が
え
っ
て
、
こ
と
さ

ら
賦
を
試
作
す
る
気
も
ち
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

だ

と
す
れ
ば
、
こ
の
時
、
京
都
に
帰
る
と
い
う
希
望
に
満
ち
て
い
た
で
あ

ろ
う
道
真
は
荘
子
の
「
虚
舟
」
を
、
か
え
っ
て
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
表
現
が
道
真
に
限
ら
ず
、
岳
父
嶋
田
忠
臣
の
「
田

氏
家
集
』
に
も
見
ら
れ
る
（
「
病
後
閉
座
偶
吟
所
懐
」
の
「
天
教
方
寸
虚

舟
似
」
、
「
秋
日
諸
客
會
歌
賦
屏
風
一
物
得
舟
」
の
「
我
來
唯
受
封
虚
舟
」
）

こ
と
は
焼
山
廣
志
氏
が
「
菅
原
道
真
作
品
研
究
ー
「
秋
湖
賦
」
注
釈
1
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
れ

で
既
に

指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
各
々
の
表
現
の
比
較
検
討
が

求
め
ら
れ
よ
う
。

　
ま
た
「
観
夫
物
元
二
二
理
一
、
義
同
二
一
指
一
。
」
と
い
う
の
も
「
荘
子
」

「齊
物
論
」
「
天
地
一
指
也
、
萬
物
一
馬
也
」
の
影
響
が
夙
に
柿
村
重
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

氏
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
金
原
氏
は
こ
の
引
用
を
認
め
た
上
で
郭

注
の

「浩
然
大
寧
而
天
地
万
物
各
當
二
其
分
一
。
同
於
二
自
得
一
而
無
レ
是
無
レ

非
也
」
と
あ
る
「
天
地
万
物
皆
是
非
の
差
別
の
な
い
同
一
物
で
あ
る
と
解

　
　
　
　
　
　
　
お

す
る
」
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
「
鼓
三
旅
思
之
所
二
邊
涯
一
、
喩
三
湖
水
之
元
二
涯
岸
一
者
也
。
」
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
る
「
邊
涯
」
と
は
、
か
ぎ
り
、
の
意
。
元
好
問

「
乙
酉
六
月
十
一
日
雨
」
に
、
「
良
苗
與
二
新
頴
“
、
諺
整
無
二
邊
涯
一
」
と

あ
る
の
は
、
時
代
が
降
り
す
ぎ
る
た
め
、
道
真
の
表
現
を
考
え
る
参
考
に

は
な
ら
な
い
が
、
挙
げ
て
お
く
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
涯
岸
」
は
、
水
の

岸
、
か
ぎ
り
、
の
意
。
庚
信
「
哀
江
南
賦
序
」
に
「
江
准
無
二
涯
岸
之
阻
’
、

亭
壁
無
二
藩
雛
之
固
一
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
旅
思
」
の
叙
述
と
密
接
に

連
関
し
て
い
る
「
邊
涯
」
、
な
ら
び
に
「
涯
岸
」
が
見
て
取
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
秋
の
湖
を
叙
述
す
る
の
に
、
限
り
な
い
無
限
の
空
間
が

描
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
背
後
に
は
「
荘
子
」
の
世
界

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
「
不
レ
繋
」
の
「
舟
」
と
「
涯
」
を
詠
ん
だ
詩
の
用
例
と

し
て
、
「
生
涯
」
と
す
る
例
で
あ
る
が
、
元
積
の
「
酬
許
五
康
佐
（
次
用

本
韻
）
」
の
「
枯
洞
方
窮
轍
、
生
涯
不
繋
舟
。
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

五

　
こ
こ
で
今
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
道
真
は
、

「荘

子
』
の
深
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
字
句
の
類
似
の
み
な

ら
ず
、
荘
子
の
批
判
精
神
を
継
承
し
た
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
今
回
は

道
真
の
用

い

る
「
涯
」
と
い
う
語
の
い
く
つ
か
が
、
『
荘
子
』

「養
生
訓
」
冒
頭
「
吾
生
也
有
レ
涯
、
以
レ
有
レ
涯
随
レ
無
レ
涯
、
殆
已
。
已

而
爲
レ
知
者
、
殆
而
已
　
」
に
基
づ
く
表
現
で
は
な
い
か
と
探
っ
て
き
た
。

道
真
の
「
涯
」
の
中
に
は
「
荘
子
」
「
養
生
訓
」
の
「
涯
」
と
脈
略
の
あ

る
用
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
道
真
の
詩
文
に
は
今
回
取
り
上
げ
な
か
っ
た
「
涯
」
の
用
例
、

荘
子

と
全
く
拘
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ
の
点
で
は
恣
意
的
な
読
み
で

あ
る
と
の
識
り
を
免
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
「
涯
」
と
言
え
ば

無
前
提
に
荘
子
に
直
結
す
る
、
と
言
っ
た
方
法
は
道
真
の
潔
し
と
す
る
と

こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
道
真
の
詩
語
に
対
す
る
感
覚
は
、
私
た

「

一 18一

・



ち
が
考
え
る
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
こ
と
ば
が
用
い
ら
れ
る

場
面
場
面

で
違
っ
た
意
味
合
い
を
見
せ
る
、
そ
れ
が
道
真
に
と
っ
て
の
詩

語
だ

っ

た

の

で
は

あ
る
ま
い
か
。

　
注

1
　
以
下
の
記
述
は
近
藤
春
雄
氏
『
日
本
漢
文
学
大
事
典
』
（
昭
和

　
　
　
　
六
〇
年
三
月
、
明
治
書
院
刊
）
の
「
老
荘
と
国
文
学
」
の
項
目

　
　
　
　
を
参
考
に
し
た
。

　
　
2
　
『
十
七
条
憲
法
』
の
本
文
は
、
家
永
三
郎
・
藤
枝
晃
・
早
島
鏡

　
　
　
　
正
・
築
島
裕
氏
校
注
の
『
日
本
思
想
大
系
　
聖
徳
太
子
集
』

　
　
　
　
（
昭
和
五
〇
年
四
月
、
岩
波
書
店
刊
）
に
拠
る
。
こ
こ
で
挙
げ

　
　
　
　
た
老
荘
の
影
響
に
関
し
て
も
、
す
で
に
そ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い

　
　
　
　
る
。

　
　
3
　
『
荘
子
』
、
及
び
『
老
子
』
の
本
文
は
、
阿
部
吉
雄
・
山
本
敏

　
　
　
　
夫
・
市
川
安
司
・
遠
藤
哲
夫
氏
訳
注
、
新
釈
漢
文
大
系
『
老

　
　
　
　
子
・
荘
子
』
（
昭
和
四
一
年
一
〇
月
、
明
治
書
院
刊
）
に
拠
る
。

　
　
　
　
な
お
『
荘
子
』
の
郭
象
注
の
本
文
は
、
北
原
峰
樹
氏
編
『
荘
子

　
　
　
　
郭
象
注
索
引
』
（
平
成
二
年
、
北
九
州
中
国
書
店
刊
）
に
拠
る
。

　
　
4
　
『
経
国
集
』
の
本
文
は
、
群
書
類
従
に
拠
る
。

　
　

5
　
『
本
朝
文
粋
』
の
本
文
は
、
大
曾
根
章
介
・
金
原
理
・
後
藤
昭

　
　
　
　
雄
氏
校
注
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
本
朝
文
粋
』
（
平
成
四

　
　
　
　
年
五
月
、
岩
波
書
店
刊
）
に
拠
る
。
な
お
、
注
釈
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　
柿
村
重
松
氏

『本
朝
文
粋
註
釈
」
（
大
正
＝
年
四
月
、
冨
山

　
　
　
　
房
刊
）
を
参
観
し
た
。

　
　

6
　
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
の
本
文
は
、
矢
島
玄
亮
氏
『
日
本
国

　
　
　
　
見
在
書
目
録
－
集
証
と
研
究
ー
』
（
昭
和
五
九
年
九
月
、
汲
古
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書
院
刊
）
に
拠
る
。

『菅
家
後
集
』
、
及
び
『
菅
家
文
草
』
の
本
文
は
、
川
口
久
雄
氏

校
注

日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』
（
昭
和

四
一
年
一
〇
月
、
岩
波
書
店
刊
）
に
拠
る
。

「嶋
田
忠
臣
と
『
荘
子
』
」
（
『
詩
歌
の
表
現
－
平
安
朝
韻
文
放
」

平
成
一
二
年
一
月
、
九
州
大
学
出
版
会
刊
、
初
出
は
『
源
氏
物

語
と
そ
の
周
縁
」
一
九
八
九
年
六
月
、
和
泉
書
院
刊
）
。

『日
本
大
学
漢
学
研
究
』
（
二
〇
号
。
昭
和
五
八
年
二
月
）
。

『
日
本
上
代
文
学
と
老
荘
思
想
』
（
昭
和
五
八
年
一
〇
月
、
高
文

堂
出
版
社
刊
）

『史

記
』
の
本
文
は
、
小
沢
利
忠
氏
訳
注
、
新
釈
漢
文
大
系

『史
記
』
（
平
成
二
年
二
月
、
明
治
書
院
刊
）
に
拠
る
。

『菅
原
道
真

と
平
安
朝
漢
文
学
』
（
平
成
十
三
年
五
月
、
東
京
大

学
出
版
会
刊
）
、
初
出
は
「
平
安
朝
の
知
識
人
」
（
『
講
座
日
本

思
想

2
　
知
性
』
昭
和
五
八
年
、
東
京
大
学
出
版
会
刊
）
。

『菅
原
道
真
と
平
安
朝
漢
文
学
』
（
平
成
十
三
年
五
月
、
東
京
大

学
出
版
会
刊
）
、
初
出
は
『
白
居
易
研
究
講
座
』
第
五
巻
（
平

成
六
年
九
月
、
勉
誠
社
刊
）

『哲
学
研
究
』
（
三
七
巻
二
冊
、
四
二
四
号
、
昭
和
二
九
年
六

月
）
。
『哲
学
研
究
」
（
三
七
巻
三
冊
、
四
二
五
号
、
昭
和
二
九
年
七

月
）
。
『東
方
学
報
』
（
第
三
十
六
冊
、
昭
和
三
九
年
一
〇
月
）
。

『白
氏
文
集
』
の
本
文
は
、
那
波
道
圓
本
を
底
本
に
し
た
『
白

氏
文
集
歌
詩
索
引
』
（
平
成
元
年
一
〇
月
、
同
朋
社
刊
）
に
拠
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る
。福
島
氏
注
9
を
参
照
の
こ
と
。

こ
こ
で
の
『
文
選
』
の
本
文
は
、
小
尾
郊
一
氏
訳
注
、
全
釈
漢

文
大
系
『
文
選
（
文
章
編
）
二
」
（
昭
和
四
九
年
九
月
刊
）
に

拠
る
。

「法
華
経
』
の
本
文
は
、
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
の
岩
波
文

庫

『法
華
経
　
中
」
（
昭
和
三
九
年
三
月
、
岩
波
書
店
刊
）
に

拠
る
。

福
島
氏
注
9
を
参
照
の
こ
と
。

福
島
氏
注
9
を
参
照
の
こ
と
。

福
島
氏
注
9
を
参
照
の
こ
と
。

福
島
氏
注
1
0
を
参
照
の
こ
と
。

『呂
氏
春
秋
』
の
本
文
は
、
国
訳
漢
文
大
成
「
呂
氏
春
秋
」
（
大

正
十
三
年
十
二
月
、
国
民
文
庫
刊
行
会
刊
）
に
拠
る
。

福
島
氏
注
1
0
を
参
照
の
こ
と
。

福
島
氏
注
1
0
を
参
照
の
こ
と
。

『日
本
国
見
在
書
目
録
考
証
』
に
拠
る
。

福
島
氏
注
1
0
を
参
照
の
こ
と
。

（
「国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
五
五
巻
一
〇
号
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、

後
に
『
詩
歌
の
表
現
－
平
安
朝
韻
文
放
」
九
州
大
学
出
版
会
、

平
成
十
二
年
一
月
刊
、
に
所
収
）

『国
語
国
文
学
研
究
」
（
三
三
号
、
平
成
九
年
一
二
月
）
。

『本
朝
文
粋
註
釈
」
上
巻
二
一
頁
参
照
。

注
30

に
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
助
教
授
）
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